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１．2025 年度 委員・役員の選出について 

 

（１）名誉会長 

  2025 年度立命館大学父母教育後援会名誉会長は、仲谷善雄立命館大学長がこれをつとめる

（立命館大学父母教育後援会会則第 7 条 2 項）。 

 

（２）会長、副会長、監事、委員、常任委員選出 

  2025 年度総会は、会長、副会長、監事及び委員を選出し（会則第 8 条 1 号）、委員の中から常

任委員を選出する（会則第 8 条 3 号）。 

  慣例により常任委員は和歌山県を除く近畿地域在住の委員がこれをつとめる。 

 

（３）大学選出副会長 

  2025 年度大学選出副会長は、高山 茂 立命館大学副総長、小川さやか 立命館大学副総長

がこれをつとめる。 

 

（４）幹事長、幹事、顧問 

  2025 年度幹事長及び幹事は、特別会員（大学に勤務する教職員）の中から会長が委嘱する

（会則第 8 条 4 号）。 

  2025 年度顧問は、大学関係者の中から常任委員会の議を経て会長が委嘱する（会則第 8 条 7

号）。 

 

＊役員の任期 

･父母委員は、当年度総会から次年度総会まで1年間の任期をつとめる（再任を妨げない）（会則第10

条）。卒業等によって学部学生の父母でなくなった場合は会員でなくなり（会則第 3 条 1 号）、委員の任

期も終了する。 

・大学選出役員は大学学年暦どおり 4 月 1 日より翌年 3 月 31 日まで 1 年間の任期をつとめる（学園

役職の異動に準じて着・退任する（慣例による））。 

 

以上 

 

2



役職 都道府県 新任 委員氏名 学部 役職 都道府県 新任 委員氏名 学部

会長 京都府 茂山　正邦 映像学部 石川県 鸙野　祐子 経済学部

副会長 大阪府 藤枝　琴子 文学部 石川県 ○ 反保　孝子 経済学部

監事 京都府 國分　光行 経営学部 福井県 ○ 髙木　満寿美 文学部

京都府 ○ 桃井　康行 経済学部 福井県 佐竹　友美 薬学部

大阪府 ○ 大藤　実穂 情報理工学部 岐阜県 ○ 清水　香代子 経済学部

奈良県 金星　恵　 経済学部 岐阜県 ○ 鹿野　寿美子 政策科学部

静岡県 青木　身枝子 生命科学部

静岡県 小倉　仁世 文学部

愛知県 ○ 岡部　敬子 文学部

愛知県 伊藤　理子 文学部

三重県 山村　裕見子 理工学部

北海道 ○ 尾崎　恵里香 政策科学部 三重県 平岡　奈美子 法学部

北海道 佐野　理江 薬学部 和歌山県 ○ 山本　きよみ 理工学部

青森県 木村　歩 総合心理学部 和歌山県 堀　マリ 総合心理学部

青森県 ○ 葛西　愛美 法学部 鳥取県 ○ 奥村　道哉 経済学部

岩手県 松尾　淳子 経済学部 鳥取県 前田　真教 文学部

岩手県 柴田　敬教 スポーツ健康科学部 島根県 宮野　健嗣 経済学部

秋田県 ○ 才宮　奈都子 経済学部 島根県 ○ 川上　朗子 産業社会学部

秋田県 藤原　慶喜 文学部 岡山県 ○ 亀岡　史恵 法学部

山形県 田代　近子 文学部 岡山県 ○ 平石　明香 法学部

山形県 ○ 豊島　隆 産業社会学部 広島県 ○ 前田　瑞枝 食マネジメント学部

宮城県 櫻井　洋子 映像学部 広島県 ○ 得能　眞一郎 情報理工学部

宮城県 鈴木　久美子 法学部 山口県 ○ 井上　光恵 法学部

福島県 佐藤　和美 経済学部 山口県 小林　元映 文学部

福島県 ○ 小島　恭子 情報理工学部 香川県 ○ 植松　紀子 経済学部

茨城県 ○ 鯉渕　貴美子 産業社会学部 香川県 ○ 景政　孝輔 産業社会学部

茨城県 ○ 檜山　和美 経済学部 徳島県 ○ 酒井　よしえ 文学部

千葉県 越水　朋果 国際関係学部 徳島県 ○ 大野　友里衣 理工学部

千葉県 鈴木　晶子 経済学部 高知県 ○ 金子　勝也 文学部

埼玉県 小池　陽子 法学部 高知県 ○ 松岡　良展 理工学部

埼玉県 ○ 福山　忍 経済学部 愛媛県 福本　政代 法学部

東京都 ○ 小渡　朋子 理工学部 愛媛県 ○ 田中　今日子 政策科学部

東京都 髙田　由紀子 政策科学部 福岡県 ○ 野田　堅三 法学部

神奈川県 ○ 山口　あづさ 産業社会学部 福岡県 ○ 畑尾　君代 理工学部

神奈川県 ○ 山田　秀明 文学部 佐賀県 松本　敦子 スポーツ健康科学部

山梨県 ○ 服部　順子 法学部 佐賀県 ○ 島先　桂 生命科学部

山梨県 向井　佳子 理工学部 長崎県 中野　知子 政策科学部

栃木県 ○ 石塚　真弓 経営学部 長崎県 ○ 久保田　喜久子 法学部

栃木県 根本　雅美 文学部 熊本県 ○ 後藤　美華 理工学部

群馬県 ○ 古宮　早苗 文学部 熊本県 ○ 佐藤　由美 スポーツ健康科学部

群馬県 ○ 髙橋　伸幸 国際関係学部 大分県 ○ 戸澤　寿美子 薬学部

長野県 荻原　雅代 文学部 大分県 ○ 青木　恵利佳 文学部

長野県 ○ 滝田　渉 法学部 宮崎県 ○ 出光　美智子 総合心理学部

新潟県 遠山　かおり 経済学部 宮崎県 ○ 外山　敦美 経済学部

新潟県 佐藤　靖紀 法学部 鹿児島県 ○ 仮屋崎　健一 食マネジメント学部

富山県 波多野　雄治 生命科学部 鹿児島県 長　智幸 産業社会学部

富山県 増山　智彦 産業社会学部 沖縄県 ダウエル　佐和子 国際関係学部

沖縄県 安仁屋　聡 法学部

※継承略 90名

〈2025年度　委員一覧〉

委員

委員

常任委員
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役　　職 学　園　役　職 氏　　名

名誉会長 総長（学長） 仲谷 善雄

副会長 副総長（副学長） 高山 茂

副総長（副学長） 小川さやか

顧 問 理事長 森島 朋三

専務理事 志方 弘樹

法学部長 宮脇 正晴

経済学部長 佐藤 隆

経営学部長 木下 明浩

産業社会学部長 黒田 学

文学部長 遠藤 英樹

理工学部長 里深 好文

国際関係学部長 森岡 真史

政策科学部長 吉田 友彦

情報理工学部長 高田 秀志

映像学部長 北村 順生

薬学部長 北原 亮

生命科学部長 若山 守

スポーツ健康科学部長 真田 樹義

総合心理学部長 矢藤 優子

食マネジメント学部長 石田 雅芳

グローバル教養学部長 堀江 未来

幹事長 教学部長 荒木 努

幹事長代理 教学部副部長 森久 智江

幹事 学生部副部長 服部 宏充

キャリアセンター副部長 久保 幸弘

図書館副館長 伊藤 隆基

国際部副部長 遠山 千佳

教学部次長（衣笠担当） 三好 真紀

教学部次長（BKC担当） 平野 良

教学部次長（OIC担当） 吉岡 路

学生部次長 田中 伸弥

キャリアセンター次長 辻井 英吾

学術情報部次長 矢野 均

国際部事務部長 玉井 弘美

総務部次長 大場 茂生

計35名

＜2025年度　大学選出役員＞

4



２．2024 年度事業報告について 

以下の 4 点を基本的な考え方として、各事業を実施した。 

① 懇談会事業は、立命館大学の教育研究の発信および会員相互の交流を主な目的として実施する。 

② 学生支援事業は、学生が平等かつ公平に支援が受けられる事業に支援する。 

③ 広報・通信事業は、大学の取組みや学生生活の様子を会報誌やホームページで発信する。 

④ その他事業は、基本的に前年度事業を踏襲し、必要に応じて取組みを行っていく。 

 

１．懇談会事業 

以下の通り、懇談会事業を実施した。 

懇談会名称 概要 

総会・委員懇談会 

〔対象：都道府県委員〕 

 2024 年 5 月 18 日（土）、朱雀キャンパス大講義室で総会・委員懇談会を開催し

た。総会では、2024 年度役員選出、2023 年度事業・決算報告、2024 年度事業計

画・予算案が提起され、承認された。委員懇談会では、「父母教育後援会で新たに取

り組みたいこと」をテーマに意見交換や、都道府県委員同士の交流を目的に、グルー

プ別懇談会を実施した。 

出席 82 名、欠席 8 名 

春のオープンカレッジ 

〔対象：全会員〕 

衣笠、びわこ・くさつ、大阪いばらきの各キャンパスで、午前は、就職説明会およびア

カデミック講演会、午後は、学生生活、海外留学、資格講座、教職説明会(衣笠、

BKC のみ開催)、大学院進学説明会および、学部別懇談会を実施。また、学生スタッ

フによるキャンパスツアーも実施。 

＊2024 年 6 月 15 日（土） 各キャンパスで開催 

合計 3,279 人が参加 （衣笠：1,054 人、BKC：1,129 人、OIC：1,096 人） 

立命館大学父母交流会 

（旧 1 日キャンパス） 

〔対象：全会員〕 

全国 42 会場へ大学教職員が赴き、大学での学びについて学生の体験談も交えな

がら説明会を実施。教員によるアカデミック講演会、全体会、交流会のプログラムを実

施し、保護者の悩みの解消や参加者同士の交流を図った。 

＊2024 年 6 月 1 日（土）～7 月 14 日（日） の土・日に開催 

 合計 1,325 名が参加 

秋の委員懇談会 

〔対象：都道府県委員〕 

 2024 年 11 月 16 日（土） 大阪いばらきキャンパスで開催。2024 年度事業の進捗

報告と、「父母交流会の評価と改善策」をテーマに意見交換を行った。また、次年度

委員候補の方にもご参加いただき、都道府県委員同士の連携を深める取り組みも行

った。 

出席 129 名（うちｵﾝﾗｲﾝ 2 名）、欠席 13 名 

秋のオープンカレッジ 

＜学園祭への招待＞ 

〔対象：全会員〕 

 学生生活の様子が感じられる学園祭に会員を招待した。2024 年度は 3 キャンパス

で各 1 日ずつ開催され、2,228 組 の保護者の方が来場した。 

参加人数／OIC：11 月 10 日(日) 609 組、衣笠：11 月 24 日(日) 777 組、 

BKC：12 月 1 日(日) 842 組 

アカデミックウォッチング 

〔対象：全会員〕 

 教員による解説・引率で京都、滋賀の名所を巡る企画を 6 コース開催した。 

＊2024 年 11 月 17 日（日）に開催、189 名が参加。 
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２．学生教育支援事業 

学生教育支援事業は、学生が平等かつ公平に支援が受けられる事業に支援した。 

（１）正課等教育支援 

支援事業 実施内容 

教学支援事業 

 学生に国内外の学術・文化・芸術の資産に触れてもらうため、国立美術館、国立博物館

（下記 8 施設）に無料で入館できるキャンパスメンバーズへの加盟に対して支援した。 

東京国立近代美術館、国立映画アーカイブ（東京都）、東京国立近代美術館工芸館、 

国立国際美術館（大阪市）、京都国立近代美術館、奈良国立博物館、京都国立博物館、 

国立民族学博物館（吹田市） 

 

（２）課外活動支援 

支援事業 実施内容 

文化・スポーツ 

活動応援事業 

 スポーツ・文化芸術活動を活性化するために、学生が互いに応援し、励ましあう応援文化を

醸成するよう、応援グッズ作成や学園祭企画への補助を行った。 

 

（３）進路就職支援 

支援事業 実施内容 

就職活動支援事業 
夜行バスで東京へ移動し就職活動をする学生が、就職活動が開始するまでや合間の時間

帯にシャワー付施設を利用できるよう、通常価格との差額補助を行った。 

 

（４）国際交流支援 

支援事業 実施内容 

留学生支援事業 
 保護者またはそれに準ずるものが父母教育後援会会員である外国人留学生の国民健康保

険料に対して補助を行った。 

 

（５）奨学金支援 

支援事業 実施内容 

会員家計急変奨学金 

 学費負担者である会員が死亡または重度障害により就労不能となった場合は卒業までの学

費を支給し、修学の継続が困難となった学生への支援を行った。 

2024 年度は 39 名の学生に給付した。（死亡 34 件／重度後遺障害 5 件）  

災害支援奨学金 

 災害により学費負担者である会員が、①30 日以上の治療を要する人的被害を受けた場合、

②居住家屋の全壊、全焼、半壊、半焼、床上浸水の被害を受けた場合、年間学費を支給し、

修学の継続が困難となった学生への支援を行った。  

2024 年度は 9 名の学生に給付した。 

留学生支援奨学金 
保護者またはそれに準ずるものが父母教育後援会会員である外国人留学生に学修の奨励を

目的とした援助を行う。 

 

（６）その他 

支援事業 実施内容 

100 円朝食 
 新入生無料招待企画など、毎月お楽しみ企画を実施し、1 日平均 932 人、年間 14 万 783

人が利用し、コロナ前の水準を大幅に上回る利用となった。 (昨年度 13 万 3,536 人) 

保健センター 

受診料補助 

 学生が保健センターで診療を受けた際、その医療費の自己負担額を父母教育後援会が補助

した。2024 年度は、1,099 名の学生に補助を行った。（昨年度 985 名） 

インフルエンザワクチン 

接種補助 

保健センターから補助の依頼を受け、学生は学生証を提示すればどのキャンパスでも 

2，000 円で予防接種が受けられるよう補助を行い、2,683 名が利用した。（昨年度 2,808 名）
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生理用品の無料配布 

2023 年 9 月より、衛生面に配慮した特注の個包装生理用品を各キャンパスの女子・多目的

トイレ 99 カ所に設置し、無料配布を行っている。 

2024 年度はのべ 10 万 5,496 個、学生一人当たり 7 個の利用となった。 

ヘルメットの購入補助 
自転車通学をする学生のヘルメット着用を促進するため、5,000 円を上限としてヘルメットの

購入費用を補助する取組みを2023年1月から開始し、2024年度は、15件の申請があった。

弁護士紹介制度 

2024 年度より、会員が何らかのトラブルに巻き込まれた場合、トラブルが大きくなる前に適切

な対応を取れるよう、父母教育後援会が弁護士を紹介するサービスを開始した。初回の相談

（60 分）は無料で相談が可能となっており、2024 年度は 5 件の利用があった。 

 

３．広報･通信事業 

（１） 父母教育後援会だより（会報誌）の発刊 

 「父母教育後援会だより」を発行し、父母教育後援会の取組み報告に加え、保護者の関心が高いテーマについ

て発信するなど、より一層内容の充実をはかった。 

 

（２） ホームページの管理･運営 

 掲載コンテンツの充実をはかり、学生やキャンパス普段の様子を発信した。なお、例年通り、行事の申込・

実施報告などもホームページ上で行った。 

 

（３）「学生生活ガイド」「健康ハンドブック」の配付 

 学生生活へのアドバイス等に役立ててもらう目的で、「学生生活ガイド（学生オフィス発行、新入生に配

布）」の抜粋・縮小版と「健康ハンドブック（保健センター発行、新入生のみに配布）」を新会員に配布した。 

 

４．特別事業 

（１）入学・卒業記念品作成 

 入学記念品として「キャンパスカレンダー」を新入生および全会員に、卒業記念品として西陣織正絹製

の立命館大学オリジナル「袱紗」を卒業生に贈呈した。 

 

（2）災害見舞金・弔慰金の献呈 

「立命館大学父母教育後援会 会員災害見舞金規程」および「立命館大学父母教育後援会 会員弔慰金規程」

にもとづき、受給資格を有し、条件を満たした場合に献呈した。 

 

（3）古本募金 

 2023年 5月から目的を100円朝食など、父母教育後援会が行っている学生支援活動に対するものに変更

し募金をお願いしている。 

2024年度は、100円朝食7,690食分となる、1,222,663 円の寄付を689名の方からいただいた。 

 

５．卒業生父母の会 

2024年度は、正会員296名、准会員422名の計718名の加入をいただき、全会員に「父母教育後援会だより」

を送付するとともに、正会員に対しては、学園祭とアカデミックウォッチングへの招待を行った。 

卒業生父母の会の会費収入 422 万 6 千円は、全額、保健センターを受診した学生の受診料補助に充当した。 
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3．2024 年度決算報告について 
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2024予算（①） 2024執行状況（②） 差異(①-②) 主な内容

【経常収入の部】

会費収入 [ 373,700,000 ] [ 387,331,000 ] [ △ 13,631,000 ]

正会員会費収入 （ 370,000,000 ） （ 383,105,000 ） （ △ 13,105,000 ）

入会金収入 40,000,000 39,855,000 145,000 入会金5千円×7,971名

年会費収入 330,000,000 343,250,000 △ 13,250,000 年会費1万円×34,325名

強制退会者会費収入 0

卒業生父母の会会費収入 （ 3,700,000 ） （ 4,226,000 ） （ △ 526,000 ）

正会員会費収入 2,500,000 2,960,000 △ 460,000 会費10,000円×296名

准会員会費収入 1,200,000 1,266,000 △ 66,000 会費 3,000円×422名

資産運用収入 [ 30,000 ] [ 228,748 ] [ △ 198,748 ]

預金利息収入 30,000 228,748 △ 198,748 預金利息

雑収入 [ 100,000 ] [ 6,338,658 ] [ △ 6,238,658 ]

雑収入 100,000 6,338,658 △ 6,238,658 古本募金寄付、トルコシリア地震被災地寄付立替分受入

A 経常収入合計 373,830,000 393,898,406 △ 20,068,406

【経常支出の部】

事業費支出 [ 330,200,000 ] [ 282,761,950 ] [ 47,438,050 ]

学生教育支援事業支出 〈 83,200,000 〉 〈 69,450,564 〉 〈 13,749,436 〉

100円朝定食補助費支出 25,000,000 25,426,388 △ 426,388

保健センター受診料補助 3,000,000 1,900,970 1,099,030

インフルエンザワクチン接種補助 6,000,000 3,195,000 2,805,000

生理用品支援支出 12,000,000 7,803,400 4,196,600

就職活動早朝支援 500,000 2,200 497,800

学園祭支援事業費支出 3,000,000 0 3,000,000

学園祭チケット 1,300,000 1,430,295 △ 130,295 模擬店チケット換金、グランプリ景品

入学記念品作成費支出 800,000 617,320 182,680 キャンパスカレンダー新入生用9,200部

卒業記念品作成費支出 18,000,000 17,401,291 598,709 2,200円×8,000名分＋封入作業費

教学支援支出 2,600,000 2,510,000 90,000 キャンパスメンバーズ加入費

課外活動支援支出 3,000,000 3,398,700 △ 398,700 スポーツ応援用ハリセン、文化・スポーツ活動応援

留学生支援支出 3,000,000 765,000 2,235,000

留学生奨学金支出 5,000,000 5,000,000 0

会員支援事業費支出 〈 118,000,000 〉 〈 108,944,082 〉 〈 9,055,918 〉

懇談会事業費支出 （ 71,200,000 ） （ 62,376,583 ） （ 8,823,417 ） 父母交流会、春・秋のオープンカレッジ、アカデミックウォッチング支出

業務委託費支出 7,000,000 6,502,044 497,956 父母交流会、春のオープンカレッジ開催

会場費支出 31,000,000 32,752,485 △ 1,752,485 父母交流会　会場費

交流会費支出 6,000,000 3,635,134 2,364,866 会場での飲料提供、生協600円食事券

通信運搬費支出 1,000,000 581,550 418,450 通信環境整備

印刷費支出 1,200,000 867,350 332,650 各事業の資料印刷費（配布資料、アンケート用紙、チケット）

謝礼金支出 2,000,000 847,274 1,152,726

旅費交通費支出 20,000,000 16,201,932 3,798,068 各事業の出張要員、登壇する講師、学生、卒業生の交通費

雑費支出 3,000,000 988,814 2,011,186 各事業の保険料、要員昼食代など

アカデミックウォッチング （ 500,000 ） （ 415,438 ） （ 84,562 ） 業務委託費、システム利用料、講師謝礼、会場関係費など

会員・特別会員記念品作成費支出 （ 3,300,000 ） （ 2,737,680 ） （ 562,320 ） キャンパスカレンダー保護者＋教職員 40,800部

会報・学園案内広報事業支出 〈 43,000,000 〉 〈 43,414,381 〉 〈 △ 414,381 〉

会報発行費支出 31,000,000 34,687,481 △ 3,687,481 会報、パンフレット制作費、印刷費、発送費、雑費含む

ホームページ運営費支出 5,000,000 5,000,000 0 ホームページ構築費、ホームページ年間運営費

学園案内印刷費支出 5,000,000 2,506,900 2,493,100 学生生活ガイド、健康ハンドブックおよびプレイスメント・データ

映像制作費 2,000,000 1,220,000 780,000 大学紹介ビデオ

会員互助費支出 〈 119,000,000 〉 〈 104,257,700 〉 〈 14,742,300 〉

会員家計急変奨学金支出 117,000,000 97,976,600 19,023,400 39名の学生に奨学金を給付（死亡34名、重度後遺障害5名）

災害支援奨学金支出 0 4,321,100 △ 4,321,100 能登半島地震を中心に9名の被災学生に奨学金を給付

弔慰金支出 2,000,000 1,960,000 40,000

新規事業計画費 〈 10,000,000 〉 〈 109,604 〉 9,890,396 〉 ヘルメット購入補助、弁護士紹介制度

管理費支出 [ 41,400,000 ] [ 24,574,576 ] [ 16,825,424 ]

会議費支出 〈 12,400,000 〉 〈 9,062,922 〉 〈 3,337,078 〉

総会・春の委員懇談会 5,000,000 3,364,327 1,635,673

秋の委員懇談会 6,500,000 5,164,535 1,335,465 次年度委員の参加交通費を含む

常任委員会 900,000 534,060 365,940

事務費支出 〈 6,000,000 〉 〈 3,216,168 〉 〈 2,783,832 〉 封筒等

人件費支出 〈 23,000,000 〉 〈 12,295,486 〉 〈 10,704,514 〉

B 経常支出合計 [ 371,600,000 ] [ 307,336,526 ] [ 64,263,474 ]

C=A-B 経常費収支差額 2,230,000 86,561,880 △ 84,331,880

Ｄ 予備費 [ 2,230,000 ] [ 0 ] [ 2,230,000 ]

E=C-D 当期収支差額 0 86,561,880 △ 86,561,880

F 前期繰越収支差額 872,635,204 872,635,204 0

G=E+F 次期繰越収支差額 872,635,204 959,197,084 △ 86,561,880

2024年度立命館大学父母教育後援会予算執行状況
科　　　目

（単位：円）
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立命館大学父母教育後援会

（単位：円）

資産の部

１．流動資産

現金 0

預金 1,182,189,898

立命館大学　預け金 656,911,147

京都中央信用金庫 普通預金①(電算) 40,681,785

みずほ銀行           普通預金 131,328,186

郵便振替口座 13,048,210

京都中央信用金庫 普通預金② 296,666,907

京都中央信用金庫 普通預金③(共済) 43,553,663

その他の流動財産 0

1,182,189,898

２．固定資産

投資有価証券 0

学園債 0

固定資産合計 0

資産合計  1,182,189,898

負債の部

　流動負債 222,992,814

積立金

学園120周年記念事業積立(毎年500万円） 25,000,000

キャンパス整備費支援積立 21,204,900

前受金

在校生次年度会費 128,090,000

卒業生父母会会費 2,275,000

24年度未払い金 2,869,251

共済事業預り金 43,553,663

負債合計  222,992,814

正味財産の部

一般正味財産 959,197,084

運用財産

　 正味財産合計 959,197,084

（うち当期正味財産増加額） ( 86,561,880 )

負債および正味財産合計 1,182,189,898

貸　借　対　照　表

科　目 金　額

流動財産合計
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2024　期末決算

資産の部

受取会費計 387,331,000 【大学預け金】 656,911,147

雑収益計 6,567,406 【現預金】

【経常収益計】 393,898,406 　現金 0

　普通預金　中信①（電算） 40,681,785

事業費合計 282,761,950 　普通預金　みずほ 131,328,186

　普通預金　ゆうちょ 13,048,210

管理費合計 24,574,576 　普通預金　中信② 296,666,907

人件費計 12,295,486 　普通預金　中信③（共済） 43,553,663

その他管理費計 12,279,090 　　　　　　　計 525,278,751

【経常費用計】 307,336,526 合計① 1,182,189,898

負債の部

【当期経常増減額】 86,561,880 　学園120周年記念事業積立 25,000,000

　キャンパス整備費支援積立 21,204,900

【当期一般正味財産増減額】 86,561,880 　共済事業預り金 43,553,663

【一般正味財産期首残高】 872,635,204 　24年度未払い金 2,869,251

　在校生会費前受金 128,090,000

　卒業生父母の会前受金 2,275,000

【一般正味財産期末残高】 959,197,084 合計② 222,992,814

①-②正味財産 959,197,084

正味財産増減計算書
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監 査 報 告 書 
 
 

2024 年度立命館大学父母教育後援会事業報告、収支計算書ならびに関係証憑

を監査し、会務及び会計はいずれも適正であることを認める。 

 
 
 
 
 

年    月    日 

 
 

立命館大学父母教育後援会 

 
 
 

監事                        
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4． 2025 年度事業計画および予算案について 

以下の 4 点を基本的な考え方として、各事業を実施する。 

① 懇談会事業は、立命館大学の教育研究の発信および会員相互の交流を主な目的として実施する。 

② 学生支援事業は、学生が平等かつ公平に支援が受けられる事業に支援する。 

③ 広報・通信事業は、大学の取組みや学生生活の様子を会報誌やホームページで発信する。 

④ その他事業は、基本的に前年度事業を踏襲し、必要に応じて取組みを行っていく。 

 

１．懇談会事業 

以下の通り、懇談会を実施する。 

懇談会名称 概要 

総会・委員懇談会 

〔対象：都道府県委員〕 

総会では、2025 年度役員選出、2024 年度事業・決算報告、2025 年度事業計

画・予算案を確定する。 

委員懇談会では、2025 年度事業にかかわる意見交換や、都道府県委員同士の

交流を目的に、グループ別懇談会を実施する。 

 ＊2025 年 5 月 17 日（土） 衣笠キャンパスで開催 

立命館大学 

春のオープンカレッジ 

〔対象：全会員〕 

衣笠、びわこ・くさつ、大阪いばらきの各キャンパスで、午前は、就職説明会および

アカデミック講演会を実施し、午後は、学生生活、海外留学、資格講座、教職(※)、

大学院進学説明会および、学部別懇談会を実施する。また、学生スタッフによるキャ

ンパスツアーを実施する。 

＊2025 年 6 月 14 日（土） 衣笠、びわこ・くさつ、大阪いばらきキャンパスで開催 

※教職説明会は衣笠、BKC のみ開催 

立命館大学父母交流会 

（旧 1 日キャンパス） 

〔対象：全会員〕 

京都・大阪・滋賀・兵庫・奈良を除く42都府県に会場を設け、立命館大学教員によ

るアカデミック講演会を開催する。また、各会場には教職員が赴き、大学での学びや

就職状況について説明する全体会と、会員相互の交流を深め、教職員が質問に答え

る交流・質問会を開催する。 

従来 6 月～7 月に開催していたが、近年この時期に台風や豪雨が頻発するため、

参加者や大学要員の安全確保のため、2025 年度から秋に開催することとした。 

＊2025 年 10 月 25 日（土）～ 11 月 30 日（日） の土・日に開催 

秋の委員懇談会 

〔対象：都道府県委員〕 

※次年度委員候補も 

オブザバー参加 

2025 年度事業進捗の報告と、新年度事業に向けた意見交換を行う。 

＊2025 年 10 月 19 日（日） 朱雀キャンパスで開催 

秋のオープンカレッジ 

<学園祭への招待> 

〔対象：全会員〕 

学生生活の様子が感じられる学園祭に会員を招待する。 

＊11 月～12 月頃 各キャンパス開催日調整中 

アカデミックウォッチング 

〔対象：全会員〕 

教員による解説・引率で京都市内・周辺各所を巡る企画を複数コース開催する。 

＊2025 年 12 月 7 日（日） 
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２．学生教育支援事業 

学生教育支援事業は、学生が平等かつ公平に支援が受けられる内容に支援する。 

（１）正課等教育支援 

支援事業 実施内容 

教学支援事業 

 学生に国内外の学術・文化・芸術に触れもらうため、国立美術館、国立博物館（下記 8

施設）に学生が無料で入館できるキャンパスメンバーズへの加盟費に対し支援する。 

東京国立近代美術館、京都国立近代美術館、国立西洋美術館（東京都） 

国立国際美術館（大阪市）、国立新美術館（東京都）、京都国立博物館 

奈良国立博物館、国立民族学博物館（吹田市） 

 

（２）課外活動支援 

支援事業 実施内容 

文化・スポーツ 

活動応援事業 

 スポーツ・文化芸術活動を活性化するために、学生が互いに応援し、励ましあう応援文

化を醸成するよう、応援グッズ作成や学園祭企画への補助を行う。 

 

（３）進路就職支援 

支援事業 実施内容 

就職活動支援事業 
 夜行バスで東京へ移動し就職活動をする学生が、就職活動が開始するまでや合間の時

間帯にシャワー付施設を利用できるよう、通常価格との差額補助を行う。 

 

（４）国際交流支援 

支援事業 実施内容 

留学生支援事業 
 保護者またはそれに準ずるものが父母教育後援会会員である外国人留学生の国民健康

保険料に対して補助を行う。 

 

（５）奨学金支援 

支援事業 実施内容 

会員家計急変奨学金 
 学費負担者である会員が死亡または重度障害により就労不能となった場合は卒業まで

の学費を支給し、修学の継続が困難となった学生への支援を行う。 

災害支援奨学金 

 災害により学費負担者である会員が、①30 日以上の治療を要する人的被害を受けた場

合、②居住家屋の全壊、全焼、半壊、半焼、床上浸水の被害を受けた場合、年間学費を

支給し、修学の継続が困難となった学生への支援を行う。 

留学生支援奨学金 
 保護者またはそれに準ずるものが父母教育後援会会員である外国人留学生に学修の奨

励を目的とした援助を行う。 

 

（６）その他 

支援事業 実施内容 

100 円朝食  現在の提携先である大学生協と提携し、通常価格との差額補助を行う。 

保健センター受診料補助  学生が保健センターで診療を受けた際、保険診療費の補助を行う。 

インフルエンザワクチン 

接種補助 

保健センターから補助の依頼を受け、学生は学生証を提示すればどのキャンパスでも

2，000 円で予防接種が受けられるよう補助を行う。 

生理用品の無料配布 
衛生面に配慮した特注の個包装された生理用品を各キャンパスの女子・多目的トイレに

設置し、無料配布を行う。 
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ヘルメットの購入補助 
 自転車通学をする学生のヘルメット着用を促進するため、5,000 円を上限としてヘルメッ

トの購入費用を補助する。 

弁護士紹介制度 

2024 年度より、会員が何らかのトラブルに巻き込まれた場合、トラブルが大きくなる前に

適切な対応を取れるよう、父母教育後援会が弁護士を紹介するサービスを開始した。初

回の相談（60 分）は無料で相談が可能となっている。 

 

３．広報･通信事業 

広報･通信事業は、会報誌面の内容の充実、ホームページコンテンツの充実をはかる。 

（１） 父母教育後援会だより（会報誌）の発刊 

 「父母教育後援会だより」を発行し、父母教育後援会の取組み報告に加え、保護者の関心が高いテーマに

ついて発信していく。 

 

（２） ホームページの管理･運営 

 掲載コンテンツの充実をはかり、学生やキャンパスの様子だけでなく、大学周辺地域の情報も発信し

ていく。 

 

（３）「学生生活ガイド」「健康ハンドブック」の配付 

 学生生活へのアドバイス等に役立ててもらう目的で、「学生生活ガイド（学生オフィス発行、新入生

に配布）」および「健康ハンドブック（保健センター発行、新入生に配布）」を新会員に配布する。 

 

４．特別事業 

（１）入学・卒業記念品作成 

 入学記念品として「キャンパスカレンダー」を新入生および全会員に、卒業生に卒業記念品を贈呈する。 

 

（2）災害見舞金・弔慰金の献呈 

 「立命館大学父母教育後援会 会員災害見舞金規程」および「立命館大学父母教育後援会 会員弔慰金

規程」にもとづき、受給資格を有し、条件を満たした場合に献呈する。 

 

（3）古本募金 

 100円朝食など、父母教育後援会が行っている学生支援活動に対する支援として、会員に古本の寄付

を呼びかけ、学生支援活動の充実につなげる。 

 

５．卒業生父母の会 

全会員に「父母教育後援会だより」を送付し、正会員に対しては学園祭とアカデミックウォッチングへの招待を行

う。 

 

6．立命館大学への寄付 

 立命館学園は2025年に創始155年、学園創立125周年を迎える。この大きな節目を前に立命館大学では新た

な挑戦を開始し、これを達成するため、校友、父母をはじめとする関係者に対し、100 億円を目標とした寄付事業

（2024 年 4 月～2031 年 3 月）を展開している。 

父母教育後援会としてもこの新たな挑戦に支援できないか検討し、コロナ禍により懇談会事業が開催できなかっ

た 3 か年の予算執行残がトータル約 3 億円以上に上っていることから、これを学生生活の充実に活用してもらえるよ

う、立命館大学に 3 億円の寄付を行うことを第 5 回常任委員会（2025 年 3 月 19 日）で議決した。 

 

以 上       
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2025予算（①） 2024予算（②） 差異(①-②) 主な内容

【経常収入の部】

会費収入 [ 373,700,000 ] [ 373,700,000 ] [ 0 ]

正会員会費収入 （ 370,000,000 ） （ 370,000,000 ） （ 0 ）

入会金収入 40,000,000 40,000,000 0 入会金5千円×8,000名

年会費収入 330,000,000 330,000,000 0 年会費1万円×33,000名

強制退会者会費収入 0

卒業生父母の会会費収入 （ 3,700,000 ） （ 3,700,000 ） （ 0 ）

正会員会費収入 2,500,000 2,500,000 0 会費10,000円×250名

准会員会費収入 1,200,000 1,200,000 0 会費 3,000円×400名

資産運用収入 [ 30,000 ] [ 30,000 ] [ 0 ]

預金利息収入 30,000 30,000 0 預金利息

雑収入 [ 2,000,000 ] [ 100,000 ] [ 1,900,000 ]

雑収入 2,000,000 100,000 1,900,000 古本募金寄付収入　2024年度実績に基づく

A 経常収入合計 375,730,000 373,830,000 1,900,000

【経常支出の部】

事業費支出 [ 632,400,000 ] [ 317,200,000 ] [ 315,200,000 ]

学生教育支援事業支出 〈 86,400,000 〉 〈 80,200,000 〉 〈 6,200,000 〉

100円朝定食補助費支出 28,000,000 25,000,000 3,000,000 生協のライス価格が15円アップしたため

保健センター受診料補助 3,000,000 3,000,000 0

インフルエンザワクチン接種補助 6,000,000 6,000,000 0

生理用品支援支出 10,000,000 12,000,000 △ 2,000,000 2024年度実績に基づく

ウォーターサーバー維持支出 5,000,000 0 5,000,000 各キャンパスにウォーターサーバーを設置した維持費

就職活動早朝支援 500,000 500,000 0

学園祭チケット 1,500,000 1,300,000 200,000 模擬店チケット換金 2024年度実績に基づく

入学記念品作成費支出 800,000 800,000 0 キャンパスカレンダー　新入生用8,800部

卒業記念品作成費支出 18,000,000 18,000,000 0 22000円×8,000名分＋封入作業費

教学支援支出 2,600,000 2,600,000 0 キャンパスメンバーズ加入費

課外活動支援支出 3,000,000 3,000,000 0 スポーツ応援用ハリセン、文化・スポーツ活動応援

留学生支援支出 3,000,000 3,000,000 0

留学生奨学金支出 5,000,000 5,000,000 0

会員支援事業費支出 〈 122,000,000 〉 〈 118,000,000 〉 〈 4,000,000 〉

懇談会事業費支出 （ 73,200,000 ） （ 71,200,000 ） （ 2,000,000 ） 父母交流会、春のオープンカレッジ支出

業務委託費支出 7,000,000 7,000,000 0 1日キャンパス説明会、交流会開催

会場費支出 33,000,000 31,000,000 2,000,000 父母交流会　会場費

交流会費支出 6,000,000 6,000,000 0 会場での飲料提供、生協700円食券等

通信運搬費支出 1,000,000 1,000,000 0 通信環境整備

印刷費支出 1,200,000 1,200,000 0 各事業の資料印刷費（配布資料、アンケート用紙、招待券、チケット）

謝礼金支出 2,000,000 2,000,000 0

旅費交通費支出 20,000,000 20,000,000 0 再開、各事業の出張要員、登壇する講師、学生、卒業生の交通費

雑費支出 3,000,000 3,000,000 0 各事業の保険料、要員昼食代など

アカデミックウォッチング （ 500,000 ） （ 500,000 ） （ 0 ） 業務委託費、システム利用料、講師謝礼、会場関係費など

会員・特別会員記念品作成費支出 （ 3,300,000 ） （ 3,300,000 ） （ 0 ） キャンパスカレンダー　保護者+教職員用37,900部

会報・学園案内広報事業支出 〈 45,000,000 〉 〈 43,000,000 〉 〈 2,000,000 〉

会報発行費支出 35,000,000 31,000,000 4,000,000 会報、パンフレット制作費、印刷費、発送費

ホームページ運営費支出 5,000,000 5,000,000 0 ホームページ年間運営費

学園案内印刷費支出 3,000,000 5,000,000 △ 2,000,000 学生生活ガイド、健康ハンドブックおよびプレイスメント・データ増刷

映像制作費 2,000,000 2,000,000 0 大学紹介ビデオ

会員互助費支出 〈 124,000,000 〉 〈 119,000,000 〉 〈 5,000,000 〉

会員家計急変奨学金支出 117,000,000 117,000,000 0 2024年度実績に基づく

災害支援奨学金支出 5,000,000 0 5,000,000 2024年度実績に基づく

弔慰金支出 2,000,000 2,000,000 0

新規事業計画費 〈 10,000,000 〉 〈 10,000,000 〉 0 〉

学園創立125周年に向けた寄付 〈 300,000,000 〉 〈 0 〉 300,000,000 〉 学園創立125周年に向けて3億円の寄付を行う

管理費支出 [ 41,400,000 ] [ 41,400,000 ] [ 0 ]

会議費支出 〈 12,400,000 〉 〈 12,400,000 〉 〈 0 〉

総会・春の委員懇談会 5,000,000 5,000,000 0

秋の委員懇談会 6,500,000 6,500,000 0 次年度委員の参加交通費を含む

常任委員会 900,000 900,000 0

事務費支出 〈 6,000,000 〉 〈 6,000,000 〉 〈 0 〉 封筒等

人件費支出 〈 23,000,000 〉 〈 23,000,000 〉 〈 0 〉

B 経常支出合計 [ 673,800,000 ] [ 358,600,000 ] [ 315,200,000 ]

C=A-B 経常費収支差額 △ 298,070,000 15,230,000 △ 313,300,000

Ｄ 予備費 [ 5,000,000 ] [ 5,230,000 ] [ △ 230,000 ]

E=C-D 当期収支差額 △ 303,070,000 10,000,000 △ 313,070,000

F 前期繰越収支差額 959,197,084 872,635,204 △ 86,561,880

G=E+F 次期繰越収支差額 656,127,084 882,635,204 △ 226,508,120

2025年度立命館大学父母教育後援会予算案
科　　　目

（単位：円）
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【参考】立命館大学父母教育後援会会則 
 

(名称及び所在) 

第 1 条 本会は、立命館大学父母教育後援会と称し、本

部を立命館大学内に置く。 

 

(目的) 

第 2 条 本会は、立命館大学(以下「大学」という)の教育

方針に則り、大学と大学学部に在籍する学生の父母又は

これに準ずる者(以下「学生の父母」という)との連絡を密に

し、教育事業を援助し、併せて会員相互の親睦を図ること

を目的とする。 

 

(会員の資格) 

第 3 条 本会は、次の会員をもって組織する。 

(1) 正会員 学部学生の父母 

(2) 特別会員 大学に勤務する教職員 

(3) 賛助会員 本会の趣旨に賛同し、これに援助を与え

る者 

 

(事業) 

第 4 条 本会は、その目的を達成するために、次の事業

を行う。 

(1) 父母教育懇談会の開催 

(2) 就職説明懇談会の開催 

(3) 機関誌の刊行 

(4) 学生の教育、厚生等に必要な事業に対する援助 

(5) 大学の教育、研究に対する援助 

(6) その他本会の目的を達成するために必要な事業 

 

(総会) 

第 5 条 本会に、総会を置く。総会は、定期総会と臨時総

会とする。 

2 定期総会は、毎年 1 回開催し、臨時総会は、常任委

員会の議を経て随時開催する。 

3 総会は会長、副会長、監事、常任委員、委員及び幹

事長をもって構成し、会長が議長となる。 

4 総会の議事は、出席者の過半数をもって決定する。 

5 総会は、次の事項を決定する。 

(1) 会長、副会長、監事、常任委員及び委員の選出 

(2) 会則の改正 

(3) 事業計画及び予算、決算 

(4) その他重要事項 

 

(役員) 

第 6 条 本会に、次の役員を置く。 

(1) 会長 1 名 

(2) 副会長 若干名 

(3) 監事 2 名 

(4) 常任委員 若干名 

(5) 委員 会員の在籍する各都道府県あたり 1 名以上 

(6) 幹事長 1 名 

(7) 幹事 若干名 

(8) 相談役 若干名 

(9) 顧問 若干名 

 

 

 

 

(名誉会長) 

第 7 条 本会に、名誉会長を置く。 

2 名誉会長は、大学長をもってあてる。 

3 名誉会長は、常任委員会に出席して意見を述べること

ができる。 

 

(役員の選任) 

第 8 条 役員は、次の方法によって選任する。 

(1) 会長、副会長、監事及び委員は、総会において正会

員の中から選出する。 

(2) 前号の規定にかかわらず、副会長のうち 2 名は副学

長をもってあてる。 

(3) 常任委員は、総会において委員の中から選出する。 

(4) 会長は、役員の選出にあたり、幹事長等と協議して

候補者を推薦することができる。 

(5) 幹事長及び幹事は、特別会員の中から会長が委嘱

する。 

(6) 相談役は、本会のために特に功労のあった者につき、

常任委員会の議を経て会長が委嘱する。 

(7) 顧問は、大学関係者の中から、常任委員会の議を

経て会長が委嘱する。 

 

(役員の職務権限) 

第 9 条 会長は、会務を統括し、本会を代表する。 

2 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、

その職務を代行する。 

3 監事は、本会の会務及び会計を監査する。 

4 委員は各県での懇談会等を通じて会員の意見をまと

め総会に報告することができる。 

5 幹事長は、会務を執行し、幹事は、これを補佐する。 

6 相談役は、会長の諮問に応じ、常任委員会に出席して

意見を述べることができる。 

7 顧問は、常任委員会の諮問に応じ、常任委員会に出

席して意見を述べることができる。 

 

(役員の任期) 

第 10 条 役員の任期は 1 年とする。ただし、再任を妨げ

ない。 

 

第 11 条 削除 

 

(常任委員会) 

第 12 条 本会に、常任委員会を置く。 

2 常任委員会は、会長、副会長、監事、常任委員及び

幹事長をもって構成し、会長が議長となる。 

3 常任委員会は、原則として年 2 回以上開催し、その議

事は、出席者の過半数をもって決定する。 

4 常任委員会は、次の事項を審議し、本会の運営を担

当する。 

(1) 事業計画案及び予算案並びに決算書の作成 

(2) 事業計画の実施 

(3) 施行細則、規程等の制定及び改正 

(4) 相談役及び顧問の推薦 

(5) その他の会務の執行に関する事項 
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(事務局) 

第 13 条 本会に、本部事務局を置き、大学の担当する

部長もしくは次長がこれを統括する。 

2 事務局は校友・父母課長がこれを担う。 

 

第 14 条 本会に、支部を置くことができる。支部に関する

事項は、別に定める。 

 

(会計年度) 

第 15 条 本会の会計年度は、毎年 4 月 1 日から翌年の

3 月 31 日までとする。 

 

(運営資金) 

第 16 条 本会の運営は、入会金、会費、寄附金及びそ

の他の収入による。 

2 入会金及び会費の額、並びにその納入方法は、次のと

おりとする。 

(1) 正会員の入会金は、5,000 円とする。 

(2) 正会員の会費は、年額 10,000 円とする。 

(3) 賛助会員は、年額 1 口 30,000 円以上とし、本会に

納入する。 

(4) 正会員の入会金及び会費は、毎学年度の始めに納

入しなければならない。 

(5) 会費等の徴収は、大学に委託して行う。 

 

(卒業生父母の会) 

第 17 条 本会のもとに立命館大学父母教育後援会卒業

生父母の会(以下「卒業生父母の会」という。)を置く。 

2 卒業生父母の会の会則は別に定める。 

 

(会則の改正) 

第 18 条 この会則は、常任委員会の議を経て総会の決

議により改正することができる。 

 

(細則等の制定) 

第 19 条 この会則の施行に伴う細則、その他の規程は、

常任委員会において定める。 

 
附 則  この規程は、1992 年 5 月 24 日から施行する。 

附 則  (2003 年 5 月 24 日総会規程の変更に伴う改正) 

この規程は、2003 年 5 月 24 日から施行する。 

附 則  (2006 年 5 月 20 日事務局規程の変更に伴う改正) 

この規程は、2006 年 5 月 20 日から施行する。 

附 則  (2009 年 5 月 16 日部課名の変更に伴う改正) 

この規程は、2009 年 5 月 16 日から施行する。 

附 則  (2013 年5 月18 日卒業生父母の会員追加にともなう

改正) 

この規程は、2013 年 5 月 18 日から施行する。 

附 則  (2014 年5 月17 日役員選出方法の追加に伴う改正) 

この規程は、2014 年 5 月 17 日から施行する。 

附 則  (2015 年 5 月 16 日 卒業生父母の会の設置に伴う

改正) 

この規程は、2015 年 5 月 16 日から施行する。 

附 則  （2018 年 5 月 19 日 大学の組織再編に伴う改正） 

この規程は、2018 年 5 月 19 日から施行する。 
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【参考】立命館大学父母教育後援会卒業生父母の会会則 

 

（趣旨） 

第 1 条 この会則は、立命館大学父母教育後援会会則第 17 条に定める立命館大学父母教育後援会卒業生父母の

会（以下「本会」という。）に関する事項について定める。 

 

（目的） 

第 2 条 本会は、立命館大学父母教育後援会（以下「父母教育後援会」という。）のもとに置く会として、父母教育後援

会の事業方針に則り、父母教育後援会が行う学生支援事業を援助するとともに、卒業生父母の会員相互の親睦を図

ることを目的とする。 

 

（事業） 

第 3 条 本会は、その目的を達成するために、次の事業を行う。 

 (1) 父母教育後援会が行う学生支援事業の援助 

 (2) 立命館大学に対する会員の関心を高め、会員相互の親睦を深めるための事業 

 (3) その他本会の目的を達成するために必要な事業 

 

（会員） 

第 4 条 会員は、正会員、准会員の 2 種類とする。 

2 本会は、立命館大学学部卒業生または立命館大学大学院修了生の父母のうち、次の各号の会費を所定の方法で

納めた者が会員になることができるものとする。 

 (1) 正会員 年額 10,000 円 

 (2) 准会員 年額 3,000 円 

 

（会計年度） 

第 5 条 本会の会計年度は、毎年 4 月 1 日から翌年 3 月 31 日までとする。 

 

（運営） 

第 6 条 本会の運営は父母教育後援会が行う。 

2 この会則に定めのない事項は、父母教育後援会常任委員会において定める。 

 

（会則の改正） 

第 7 条 この会則は、父母教育後援会常任委員会の議を経て、父母教育後援会総会の決議により改正することがで

きる。 

 

附 則  この会則は、2015 年 5 月 16 日から施行する。 
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⽴命館⼤学⽗⺟教育後援会 

2025 年度 総会 


